
米海兵隊員による強盗殺人事件に対する意見書 

 

令和８年１０月３日、那覇市内において女性の尊い命が奪われるという極めて痛ましい 

事件が発生し、翌日に米軍普天間飛行場所属の米海兵隊員が強盗殺人容疑で緊急逮捕

された。 

本事件により、県民の尊い命が奪われたことは痛恨の極みであり、被害者の御冥福を  

心よりお祈りするとともに、御遺族に対し深く哀悼の意を表する。 

本市議会は、これまでも米軍関係者による事件・事故が発生するたびに、綱紀粛正の 

徹底及び再発防止策の強化を求めてきた。 

しかしながら、このような重大事件が再び発生したことは、県民の生命と安全を脅かし、 

米軍に対する県民の信頼を著しく損なうものであり、断じて容認できない。 

特に、うるま市は米軍基地を抱える自治体であり、市民の生命と安全、平穏な生活環境を

守ることは極めて重要である。今回の事件は、本市民にも大きな不安を与えるものであり、 

到底看過できるものではない。 

よって、うるま市議会は、今回の事件に対し厳重に抗議するとともに、米国政府、米軍  

及び日本政府に対し、下記事項の速やかな実現を強く要請する。 

 

記 

 

１． 事件の全容解明に向けて捜査に全面的に協力するとともに、被害者及び御遺族に対し、  

誠意ある謝罪と十分な補償を行うこと。 

２． 米軍関係者に対する綱紀粛正及び教育・指導を徹底し、実効性のある再発防止策を

確立するとともに、その取組状況を明らかにすること。 

３． 米軍関係者による事件・事故の再発防止及び県民の安全確保に向け、日米地位協定

の抜本的な改定を行うこと。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

令和８年１０月２０日 

 

沖縄県うるま市議会  

 

【あて先】 

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣、防衛大臣、沖縄及び北方対策 

担当大臣、外務省沖縄担当大使、沖縄防衛局長 


